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 三重県難病相談支援センターでは、8月の夏休みの時期に、看護師や理学療法士など、医療関係の職を

目指す学生の皆さんを対象としたサマースクールを実施いたしました。これは、学生の皆さんに難病への

理解を深めていただくとともに、実際に患者さんと交流をして、患者さんからの意見を聞くことをメイン

にしました。今回が初めての企画です。 

 今年度は難病の中でも患者数の多いパーキンソン病に焦点を当てて、制度や病気についての講義、患者

さんとの交流会を行いました。 

 

 日時：平成24年 8月 4日(土) 

13:30～16:30 

場所：三重県津庁舎 6階 大会議室 

内容： 

●難病に関する制度について 

   三重県健康づくり課 

 ●パーキンソン病について 

   三重大学医学部看護学科教授 

   三重大学医学部付属病院神経内科 

   三重県難病医療連絡協議会会長 

   成田有吾先生 

 ●患者との交流会 

   パーキンソンみえ 

 

当日は県内9つの学校から128名もの学生さんと、 

19 名の患者の方々にお集まりいただき、会場はいっぱいになりました。ボランティアの方にもお手伝い

いただき、第１回のサマースクールは、盛況のうちに終えることができました。 

 

◆アンケートより抜粋◆ 

●難病に関する制度について 

・教科書に載っていること以外の内容も

学ぶことができてよかった。 

・難病に関する制度の存在は知っていた

が、深くまでしらなかったため、ため

になった。 

・こんなにたくさんの難病があるとは思

わず、びっくりした。色々な支援、事

業とともに、難病に関して学ばなけれ

ばならないと感じた。 

・看護師も知っていなければならない知

識だと思った。 

・授業では簡単に習っただけなので、知

れてよかった。 
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●パーキンソン病について 

・今はまだ患者さんと接したことはないが、これから接する時は、今回学んだことを思い出しながら接し

ていきたい。 

・私が本を読み、考えていたパーキンソン病と、講義を聞かせていただいた内容とは少し異なり、私自身

勉強不足だと思いました。 

・講義でパーキンソン病の症状や、薬の重要性がよく分かりました。 

・動画や画像もたくさんあり、実際の患者さんの様子も学ぶことができてよかった。 

・教科書だけでの知識に比べ、より現実的な内容を聞けて、今までの知識にプラスアルファで学べた。と

ても分かりやすかった。 

・病気についてあまり理解していなかったため、今回のサマースクールはよい機会となった。 

・症状の特徴と間違えやすい症状を分かりやすく説明してもらえてよかった。患者とのコミュニケーショ

ンの取り方について考えていきたいと思った。 

 

●患者との交流会 

・実体験や患者さんの気持ちなどをきかせ

てもらって、すごくためになった。 

・直接話を聞くことによって、パーキンソ

ン病は自分が考えているより大変な病気

であることを、とても感じました。 

・貴重なお話が聞けてよかった。患者さん

の医療者への希望、不満、本にない情報

など知れてよかった。 

・病名を周りの人に言いづらい人が多いよ

うで、コミュニケーションをもっと取り

たいのだなと分かりました。 

・患者さんにとって患者会が心の支えにな

っていることがよく分かった。 

・実際の患者とその家族が、どのように病気と関わっているかが分かって、よい経験になった。 

・患者さんの生の声を聞くことができてよかった。実際の生活で使用しているアイディアなど、すごく参

考になった。 

・診察の時、医師と看護師から「早く」というような目で見られるのがストレスになるとおっしゃってい

た。「ゆっくりでいいですよ」と、患者さんの気持ちが分かるような看護師になりたいと思った。 

・患者さんの目線で話を聞くことで、新しい目線で考えることができた。 

 

 

 アンケートでは、これまでに難病患者と接したことのある学生さ

んは 25％と少なかったのですが、講義や交流会を通して、理解を

深め、また更に学んでいただくための良いきっかけになったのでは

と思います。 

 「またサマースクールに参加したいと思いますか？」という設問

では、90％の学生さんが「参加したい」と回答され、良い経験にな

った、当事者との交流をもっとしたいなどのコメントを多数いただ

きました。 

 このサマースクールは、来年度以降もテーマを変えて実施してい

きたいと考えています。
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 「三重おもいやり駐車場利用証制度」は、車いす使用者用駐車場等の適正な

利用を進めるため、「おもいやり駐車場」を利用できる方を明らかにし、利用証

を交付する制度です。 

 「おもいやり駐車場」は、この制度に協力い

ただいた施設（例：公共施設、商業施設、病院、

金融機関等）に設置されている「おもいやり駐

車場」の表示がある駐車場です。路面表示や看

板などの表示があります。 

 

 「おもいやり駐車場」に駐車する際には、他

の人からも分かるように、車内のルームミラー

等に利用証を掲示してください。 

利用証は、交付対象者が同乗する場合も使用できます。 

 

利用証の交付対象者と有効期間 (歩行が困難で、以下の基準に該当する方) 

申請方法 

 県庁、県北勢福祉事務所、県保健福祉事務所、県障害者相談支援センターおよびお住まいの市役所・町

役場にある申請窓口で申請できます。交付申請書に必要事項を記入の上、申請窓口に提出して下さい。申

請書と確認書類の内容を窓口で確認します。後日（申請から約2週間後）郵送で利用証が交付されます。 

相互利用（相互乗り入れ） 
 三重県が交付した利用証を、同様の制度を導入している他府県の対象駐車場でも利用できる「相互利用

（相互乗り入れ）」を実施しています。制度を導入している府県については、県ホームページでご確認く

ださい。http://www.pref.mie.lg.jp/UD/HP/pref/omoiyari-p/sougo.htm 

制度に関するお問い合わせは… 

三重県 健康福祉部 健康福祉総務課 ユニバーサルデザイングループ 

TEL：059-224-3349／FAX：059-224-2275／E-mail：ud@pref.mie.jp  

URL：http://www.pref.mie.lg.jp/UD/HP/pref/omoiyari-p/ 
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重症筋無力症とは？ 
末梢神経と筋肉の接ぎ目（神経筋接合部）において、脳の命令によ

って神経側から遊離される神経伝達物質（アセチルコリン） の筋肉側
の受け皿（アセチルコリン受容体）が自己抗体により攻撃される自己

免疫疾患です。全身の筋力低下、易疲労性を特徴として、特に眼瞼下

垂、複視など の眼の症状をおこしやすいことが特徴です（眼の症状だ
けの場合は眼筋型、全身の症状があるものを全身型とよんでいます）。

嚥下が上手く出来なくなる場合もあります。重症化すると呼吸筋の麻

痺をおこすこともあります。 

 

 

 

 

 

 

 以前から交流会などを行ってこられ、設立の準備を進めてきてみえた全国筋無力症友の会 三重支部で

すが、このたび無事に設立総会を終え、活動を開始することになりました。 

 設立総会・医療講演会は、下記の日程・内容で開催されました。 

 

平成 24年 11月 17日（土） 

13：00～ 設立総会 

13：40～ 医療講演会 

      講師：名古屋市立大学 腫瘍・免疫外科学 

教授 藤井義敬先生 

      演題：「重症筋無力症とその治療」 

15：00～ 交流会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

天気はあいにくの雨でしたが、患者･家族や三重県難病相談支援センターの職員など、合わせて22名が

集まりました。終始なごやかな雰囲気の中で会は進み、講演会では患者からの質問も多く出て、日頃疑問

や不安に思っていることを、ゆっくりと聞いていただけました。 

 また、交流会では自己紹介とともに各自の病歴などを話し合い、お互いに打ち解けた様子でした。 

 

 

全国筋無力症友の会 三重支部に関す

るお問い合わせはこちらまで。 

 

 

三重県難病相談支援センター 

TEL 059-223-5035 

FAX 059-223-5064 

mie-nanbyo@comet.ocn.ne.jp
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《ＳＣＤ三重の会》（脊髄小脳変性症） 
【クリスマス会】 
日時：平成 24 年 12 月 15 日(土) 13：00～ 
場所：三重県難病相談支援センター  
     （津市桜橋 3丁目 446-34 三重県津庁舎） 
内容：クリスマス会 
講師：音楽療法士 山本佳子氏 
参加費：無料 
定員：たくさんのご参加をお待ちしています。 
*問い合わせ･申し込み* 
  ＳＣＤ三重の会 山北忠明 
   TEL 059-279-2661 
 
《つぼみの会三重》（１型糖尿病） 
【冬の医療講演会】 
日時：平成 24 年 12 月 16 日(日) 13：30～16:００(予定) 
場所：三重県津庁舎 6 階 大会議室 
     （津市桜橋 3丁目 446-34） 
内容：1 型糖尿病「治らない」から「治る」へ in 三重 
講師：日本 IDDM ネットワーク理事長 井上龍夫氏 
    ㈱大塚製薬工場研究開発センター特別顧問 
    国際医療研究センター膵島移植プロジェクト研究アドバイザー 
    松本慎一先生 
参加費：会員・家族 無料／会員外 1000 円 
定員：200 名（先着順） 
*問い合わせ･申し込み* 
  TEL/FAX 059-331-0756 大久保 
  E-mail hamuuran@hotmail.co.jp 浦野 
 
《日本網膜色素変性症協会三重支部》（網膜色素変性症） 
【新春交流会】 
日時：平成 25 年 1月 27 日(日) 10:00～15:00 
場所：松阪市駅部田町 肉料理 丸周（まるしゅう） 
    （松阪駅からタクシーで約 10 分 TEL0120-55-3165） 
内容：障害年金の Q&A、松阪肉を食べながらの交流会、 
    基金へのオークション 
参加費：4000 円 
*問い合わせ･申し込み* 
  日本網膜色素変性症協会三重支部 小川正次 
   TEL 0599-43-2523 

患者会からの 
ご案内！ 

《日本てんかん協会（波の会）三重支部》（てんかん） 
【医療相談会・講演会】 
日時：平成 25 年 2月 3日(日) 13：00～16:00 
場所：未定  
内容：静岡てんかん・神経医療センターの医師 2名による 

相談 
参加費：会員 無料／非会員 1000 円 
*問い合わせ･申し込み* 

  日本てんかん協会（波の会）三重支部 米田 
   TEL 059-348-0591 
 
《三重もやの会》（もやもや病） 
《日本てんかん協会（波の会）三重支部》（てんかん） 
【合同交流相談会】 
日時：平成 25 年 2月 17 日(日) 13：00～16:00 
場所：伊勢市福祉健康センター 
    （伊勢市八日市場町 13-1） 
内容：合同交流相談会 
参加費：無料 
*問い合わせ･申し込み* 

  三重もやの会 内藤 
   TEL 0595-66-0279 
  日本てんかん協会（波の会）三重支部 濱口 
   TEL 090-8136-5878 
 
《三重後縦靭帯骨化症患者友の会》 
（後縦靭帯骨化症・黄色靭帯骨化症・前縦靭帯骨化症） 
【患者家族交流会】 
日時：平成 25 年 3月 28 日(木) 13：30～15:30 

（受付は 13:00 から） 
場所：三重県津庁舎 6 階 66 会議室  
     （津市桜橋 3丁目 446-34） 
内容：患者家族交流会  
参加費：無料 
定員：30 名程度 
※会員以外の参加も歓迎しますが、整理の都合上、 
事前に会長まで連絡をお願いします。 

*問い合わせ･申し込み* 
  三重後縦靭帯骨化症患者友の会 会長 嶋田忠彦 

 TEL 0596-22-2615 
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▼就労相談チラシについて 

今回、このセンターニュースの発送時に、

就労相談のチラシを同封させていただきまし

た。 

当センターでは、難病・慢性疾患患者の方

の就労相談も受け付けております。なかなか

仕事に就けない、病気が原因で仕事を続けら

れない、職場に病気のことを打ち明けるべき

か…など、お仕事でお悩みの方がいらっしゃ

い ま し た ら 、 就 労 相 談 担 当 (TEL 

059-223-5045)まで、お気軽にご連絡く

ださい。 

また、もし周りに就労

相談をご希望の方がおら

れましたら、ぜひご紹介

ください。 

 

 

 

 

 

▼難病相談支援センターにご登録ください 

 このセンターニュースは、三重県難病相談支援センタ

ーにご登録いただいた方に、無料で送らせていただいて

おります。 

 難病相談支援センターへの登録も無料ですので、お知

り合いの方に病気に関することでお悩みの方、そのご家

族の方などいらっしゃいましたら、ぜひご紹介下さい。 

個人情報は適正に取り扱い、外部へ漏洩することはご

ざいませんので、ご安心下さい。 

登録ご希望の方は、三重県難病相談支援センターまで

ご連絡下さい。 

センター登録の申し込み用紙を送らせていただきます。 

（※疾患ごとの患者会とは異なりますので、ご注意下さ

い。） 

センターのホームページからのご登録も可能です。 

http://www14.ocn.ne.jp/~mienanby/ 

 お 知 ら せ 
三重県難病相談支援センター 




